震源近傍の長周期強震動シミュレーション

概要

通常、強震動シミュレーションではハイブリッド手法が用いられている。

震源近傍では指向性パルス波とともに、フリングステップを考慮する必要がある。同時に統計的震源モデルによる高振動数手法も低振動数の接続周期の近くではコヒーレントな位相の考慮や、遠方近似解が成り立たず、地盤構造による表面波の影響なども考慮する必要がある。ここではフリングステップ導入法と統計的震源モデルを低振動数に拡張する方法を紹介する。

フリングステップの発生物理はHisada and Bielak

